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常任委員会審査概要

議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

常
任
委
員
会
審
査
概
要

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
林　
　
美
行

経
済
建
設
常
任
委
員
会委員

長　
柴
田　
雅
也

厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長　
若
尾　
敏
之

●
議
第
66
号　
多
治
見
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ

い
て

　
ひ
と
り
親
控
除
と
男
女
間
の
格
差
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

「
ひ
と
り
親
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
男
性
も
女
性
も
一
つ
に
統

合
さ
れ
る
の
で
、
男
女
間
の
差
は
な
く
な
る
。
一
方
で
、
扶
養

す
る
子
が
い
な
い
場
合
は
、
女
性
の
み
従
来
の
寡
婦
控
除
が
残

る
た
め
、
今
後
も
男
女
間
で
異
な
る
取
り
扱
い
が
続
く
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
低
未
利
用
土
地
の
定
義
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、「
国
土

交
通
省
か
ら
示
さ
れ
た
例
に
よ
る
と
、
現
在
空
き
地
、
あ
る
い

は
空
き
家
、
ま
た
は
駐
車
場
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地

に
つ
い
て
、
新
た
な
用
途
と
し
て
使
う
譲
渡
に
対
し
て
、
特
例

で
１
０
０
万
円
の
長
期
譲
渡
所
得
の
控
除
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
今
回
の
対
象
は
、
売
買
で
５
０
０
万
円
以
下
の
土
地
で
あ

り
、
あ
ま
り
大
き
な
土
地
で
は
な
い
。
ま
ち
な
か
に
あ
る
小
規

模
な
土
地
で
、
な
か
な
か
利
用
が
進
ま
な
い
も
の
に
つ
い
て
、

少
し
で
も
有
効
活
用
を
図
り
た
い
と
い
う
国
の
意
向
か
と
思

う
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
67
号　
多
治
見
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ

い
て

　
「
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
放
棄
に
か
か
る
寄
附
金
税
額

控
除
に
お
け
る
指
定
行
事
で
、
市
長
が
指
定
す
る
も
の
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
文
化
的
な

も
の
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
そ
の
主
催
者
か
ら
の
申
請

を
受
け
て
、
文
化
庁
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
指
定
を
す
る
↖ 

↘
も
の
で
あ
る
。
市
県
民
税
の
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
る
た

め
、
岐
阜
県
が
指
定
し
た
行
事
を
対
象
に
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
今
の
と
こ
ろ
該
当
す
る
行
事
は
な
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
74
号　
令
和
２
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
所
管
部
分
）

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
と
非
接
触
型
体
温
計
等
の
配
備
に
よ

る
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、「
岐
阜
県

の
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
い
る
。
特
に
非
接
触
型
体
温
計
は
、
避
難
者
を
受
け
付

け
る
と
き
の
検
温
に
使
う
も
の
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ン

ト
は
、
発
熱
者
、
あ
る
い
は
体
調
の
悪
い
方
が
別
の
ス
ペ
ー
ス

に
い
て
い
た
だ
く
場
合
の
間
仕
切
り
を
兼
ね
て
い
る
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
74
号　
令
和
２
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
所
管
部
分
）

【
交
通
安
全
啓
発
費
２
８
４
万
７
千
円
】

　
市
の
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
後
付
け
急
発
進
等
抑
制

装
置
に
対
す
る
上
限
額
１
万
円
の
補
助
と
、
国
の
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
と
し
た
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
の
制
度
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、「
国
の
制
度
と
市
の
制
度
は
併
用
が
可
能

で
あ
る
。
国
の
制
度
に
お
け
る
今
回
の
後
づ
け
装
置
の
補
助
金

は
、
一
律
、
セ
ン
サ
ー
つ
き
の
装
置
で
４
万
円
、
セ
ン
サ
ー
が

な
い
も
の
で
２
万
円
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
緊
急
経
済
対
策
関
係
費
７
千
７
１
０
万
４
千
円
】

　
た
じ
み
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
よ
る
創
業
者
へ
の

緊
急
支
援
補
助
制
度
創
設
に
伴
う
補
助
金
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
、「
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
創
業
支
援
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
創
業
支
援
は
ま
ち
の
活
性
化
や
継
続
の
た

め
に
は
必
要
な
支
援
策
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
美
濃
焼
Ｇ
Ｏ
の
対
象
店
舗
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
り
、「
美
濃
焼
Ｇ
Ｏ
は
割
り
引
き
に
よ
る
販
売
促
進
を
狙

っ
て
お
り
、
市
内
の
小
売
店
等
実
店
舗
が
対
象
店
舗
で
あ
る
。

購
入
金
額
１
千
円
以
上
に
対
し
４
０
０
円
、
２
千
円
以
上
に
対

し
８
０
０
円
、
３
千
円
以
上
は
１
千
２
０
０
円
を
上
限
に
、
購

入
金
額
の
最
大
４
割
を
割
り
引
く
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
請
第
１
号　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
雇
用

調
整
助
成
金
特
例
措
置
の
期
間
延
長
に
関
す
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

　
国
に
対
し
、「
緊
急
対
応
期
間
を
令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
」、「
生
産
指
標
要
件
は
、
現
在
の
生
産
指
標
要

件
を
継
続
す
る
こ
と
」、「
助
成
率
も
現
在
の
特
例
措
置
の
助
成

率
を
継
続
す
る
こ
と
」
を
要
望
し
、
意
見
書
と
し
て
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
紹
介
議
員
に
対
し
、「
陶
磁

器
業
界
か
ら
出
さ
れ
た
こ
の
請
願
は
、
陶
磁
器
業
界
を
含
む
い

ろ
い
ろ
な
業
界
全
体
を
通
し
て
の
請
願
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
こ
の
請
願
が
採
択
さ
れ
た
と
き

に
恩
恵
を
被
る
の
は
、
陶
磁
器
業
界
に
限
ら
ず
、
全
て
の
製
造

業
な
ら
び
に
、
多
く
の
産
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

請
願
の
結
果
が
、
多
治
見
市
内
の
全
事
業
者
に
わ
た
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
70
号　
多
治
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
廃
止
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、「
交
流
事
業
の
う
ち
、
ニ
ー
ズ
が
高
い
社
会
見
学
と
冬

季
交
流
事
業
は
、
業
務
委
託
を
行
い
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
か
ら
の
相
談
は
増
え
て
お
り
、
子

ど
も
支
援
課
の
相
談
員
が
対
応
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

●
議
第
74
号　
令
和
２
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
所
管
部
分
）

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
生
活

保
護
に
陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性
の
あ
る
方
の
自
立
を
支
援
す
る

も
の
で
、
現
在
の
対
象
者
数
は
26
名
ほ
ど
で
あ
る
。
通
常
の
年

と
比
べ
る
と
増
え
て
お
り
、
自
立
支
援
特
別
給
付
金
の
支
給
に

か
か
る
予
算
は
１
０
０
人
程
度
と
見
積
も
っ
た
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
整
備
方
針
と
先
生
方
の
指
導
方

法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
整
備
方
針
は
、
市
独
自
の
方
針

で
あ
る
。
文
部
科
学
省
の
補
助
対
象
で
あ
る
、
全
体
の
３
分
の

２
相
当
に
あ
た
る
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
学

習
端
末
を
先
行
し
て
整
備
す
る
。
小
学
１
年
生
か
ら
小
学
３
年

生
ま
で
の
学
習
端
末
は
、
国
庫
補
助
の
対
象
外
で
あ
る
が
、
令

和
４
年
ま
で
の
地
方
交
付
税
の
算
定
の
中
で
対
応
す
る
。ま
た
、

先
生
方
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
学
↖ 

↘
習
支
援
ソ
フ
ト
ア
プ
リ
を
入
れ
て
授
業
を
進
め
、
各
学
校
の

実
情
に
応
じ
た
教
材
研
究
を
進
め
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
特

性
等
を
生
か
し
た
教
材
を
作
成
し
、
将
来
的
に
は
学
校
間
で
共

有
し
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
77
号　
多
治
見
市
た
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
実
施
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
運
営
事
業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
３
月
分
の
１
日
保
育
の
利
用

日
数
が
大
幅
に
増
え
た
た
め
、
事
業
者
に
対
し
て
約
７
７
０
万

円
の
委
託
料
を
追
加
で
支
払
っ
た
。
４
月
か
ら
６
月
の
間
も
１

日
保
育
の
利
用
日
数
は
増
え
て
い
る
が
、
夏
休
み
の
期
間
が
短

く
な
っ
た
た
め
、
委
託
料
の
変
更
は
行
わ
な
い
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

付託された議案
事件番号

議第６３号

議第６４号

議第６５号

議第６６号
議第６７号

議第６８号

議第７４号

議第７６号

原案可決

件　名 審査結果
市長等の損害賠償責任の一部免責に関
する条例を制定するについて
多治見市是正請求手続条例及び多治見
市固定資産評価審査委員会条例の一部
を改正するについて
多治見市共栄地区住民福祉事業基金条
例の一部を改正するについて
多治見市税条例の一部を改正するにつ
いて
多治見市都市計画税条例の一部を改正
するについて
令和２年度多治見市一般会計補正予算
（第３号）（所管部分）
多治見市職員の特殊勤務手当に関する
条例の一部を改正するについて

付託された議案
事件番号

議第７３号

議第７４号

請第 １ 号

原案可決

採択すべき
もの

件　名 審査結果

多治見市地方活力向上地域における固
定資産税の課税免除に関する条例の一
部を改正するについて

新型コロナウイルス感染症にかかる雇
用調整助成金特例措置の期間延長に関
する意見書提出に関する請願

令和２年度多治見市一般会計補正予算
（第３号）（所管部分）

付託された議案
事件番号

議第６９号

議第７０号

議第７１号

議第７２号

議第７４号

議第７７号

議第７８号

原案可決

件　名 審査結果
多治見市手数料条例の一部を改正する
について
多治見市総合福祉センターの設置及び
管理に関する条例等の一部を改正する
について
多治見市介護保険条例の一部を改正す
るについて
多治見市後期高齢者医療に関する条例
の一部を改正するについて
令和２年度多治見市一般会計補正予算
（第３号）（所管部分）
多治見市たじっこクラブの実施に関す
る条例の一部を改正するについて
多治見市介護保険条例及び多治見市国
民健康保険条例の一部を改正するにつ
いて


